
最後にはあなたが

強くなれる理由をくれた

そして僕らは手を取り合って最後まで立っている

体が震えるように

そこに未来が待っている

私が光をつかむために

光は私の手のように震えている

消えないように守りたい

それだけだ

真夜中の香りがする

（そうしてずっと過ごしている）

私は星をにらみつけて

（空に輝いている）

私の前に見える道だけを

変えることができるのを知っている

それだけだ

最後にはあなたが

強くなれる理由をくれた

そして僕らは手を取り合って最後まで立っている

過去の過ちは消せないけど

未来から逃れることはできないけど

いつもあなたを守るために

強くならなくちゃいけないんだ

だからあなたの名のもとに

痛みの中戦うんだ

この世界は

僕を何百回も打ちのめすかもしれないけど

光の中でいつもかかげている

蓮の花はとても無垢（むく）だから

最後まで照らし続けて

その花が

赤色に咲き誇るまで （訳：先生）


